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本報告は、京都市中京区御池束洞院西入仲保利町におけるニチコン本社新築に伴い2003

年5月から9月にかけて実施した平安京左京三条三坊十五町跡の発掘調査をまとめたもの

である。

当地は、平安時代から鎌倉時代にかけて里内裏や院の御所が幾度となく置かれた由緒あ

る土地柄である。

調査においでは、鎌倉時代の立派な石組みの堰をもつ庭園遺構が出土したが、これは後

嵯峨・後深革・亀山各上皇三代にわたって営まれた三条坊門押小路殿の御所に造られた庭

園の一部である可能性がきわめて高いものである。なかでも石組みの堰は、これまでの平

安京跡の調査で初めて明らかとなったものであり、当時の庭園における遣水の排水構造を

知る重要な発見である。

また、中世墓の中にも、身分の高い被葬者をうかがわせる鏡や青磁碗・白磁椀などの貴

重な副葬品をもつものがあり、平安京跡では実に希な出土例となった。

江戸時代の層からは慶長拾年（1605）の紀年銘墨書土器とともに天秤の鋳型が多量に出

土したが、これは江戸時代前期の京都案内記である『京羽二重』の中に、当地には天秤製

造をおこなっていた中堀氏が居だとする記述があり、それを裏付けるものである。それは

また、現在の町名「伸保利町」にその名を今日に伝えていることからも確かなものである。

天秤工房跡の発見は国内で初めてであり、我が国における江戸時代の天秤作りの始まりを

知る重要な手がかりとなるものである。

以上、今回の調査においては各時代にわたって画期的な発見が相次ぎ、今後の調査研究

に大いに寄与する資料が得られたものと確信する。

本報告書が諸方面で利用されることを期待するとともに、調査に協力された各位に心か

ら深甚の謝意を表して、もって序文とする。

2004年6月

古代文化調査会顧問・京都産業大学教授

井　上　満　郎
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平安京左京三条三坊十五町

I　調査の経緯

調査地は、京都市中京区御池通東洞院西大仰保利町174番地他である。当該地は周知の遺跡・

平安京跡の左京三条三坊十五町に比定されているところである。2001年5月、当地においてニチ

コン株式会社による本社建設の計画がなされた。建設工事によって遺跡が破壊されるおそれが生

じるため、京都市埋蔵文化財調査センターは工事に先立ち試掘調査を2001年5月21日に実施した。

調査の結果、地表下2mにおいて平安時代末から室町時代の遺構が良好な状態で遺存しているこ

とが判明し、発掘調査の必要性が考慮されるに至った。その後当地の建設計画が延期され、2002

年9月になり京都市埋蔵文化財調査センターより当調査会に発掘調査の紹介があり、センターの

指導の下、施主であるニチコン株式会社と協議を行った結果、2003年5月より当調査会が発掘調

査を行うこととなった。

Ⅱ　調査の経過

平安京左京三条三助十五町にあたるこの地は、北側が押小路、南側が三条坊門小路、東側が束

洞院大路、西側が烏丸小路に囲まれたところである。調査地はその十五町の三条坊門小路に接す

る南辺部に位置する。

図1　調査地位置図（1／5000）
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図2　平安京条坊と調査地位置図

押小路

西一行　西二行　西三行　西四行

三条坊門小路

図3　四行八円と調査位置関係図（1／2400）

文献史料からは、この町は平安時代中期には左京大夫源泰清の邸宅を借り受けた資子内親王邸

があった（権記、長保2年8月17日条）。その後、上野介藤原定輔が三条天皇にこの地を献じた

（小右記、長和4年8月27日条）○三条天皇は譲位後、当地に「三条院」を設けた（御堂関自記、

長和4年11月9日条）。平安時代末期には二条天皇の「押小路東洞院内裏」が置かれ（百錬抄、

応保2年3月28日条）、鎌倉時代には後嵯峨・後深革・亀山各上皇の「三条坊門押小路殿」が営

まれたとされているところである。調査にあたっては、平安時代の文献史料に留意するとともに、

当該地は弥生から古墳時代の集落跡・烏丸御池遺跡に含まれるところでもあり、平安京以前の遺

跡の存在を想定して調査を行うこととした○実際の調査においては、場内に土置き場を確保する

ため、北側の一部を拡張区として二段構えで調査を行った。試掘調査の結果を踏まえて地表下2

mまでの江戸時代以降の土砂を機械力によって除去した後、以下調査に着手した。中世の包含層

は一部島状に残存していたものの、調査地全域においては近世層が地山直上まで達していた。第

1両は3時期の調査を行い、中世の包含層を除去した後の第2両は2時期の調査を行った。およ

そ第1両は室町時代から江戸時代、第2両は平安時代から鎌倉時代である。

発掘調査は、2003年5月10日から同年9月10日までの79日間実施した。調査面積は約46蝿で

あった。

なお、調査の方法については、平面直角座標系Ⅵによる平安京の復原モデルを使用し、調査区

の北東角（Ⅹ＿110，008、Y－21，632）を原点とする、東西方向にローマ数字を、南北方向にアルファ

ベットを記号として付し、4mダ）ットを基本とする遺構遺物の記録をとる方法を行った。
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Ⅲ　遺　跡

基本層序は、地表下2mの地山近くまで江戸時代以降の土層が及んでおり、調査区の北部及び

南西部・南東部の一部に室町時代の包含層が認められた。また調査区全域にわたって鎌倉時代の

苑池を埋め立てた整地層があり、その一部は地山と見間違う程の土層であった。基盤層は衆楽土

といわれる黄褐色砂泥層である。

遺構には平安時代から江戸時代までのものがあり、遺構の総数は545基であった。遺構として

は、井戸、土嬢、庭園遺構、溝、堰、掘立柱跡などがある。以下主要な遺構についてその概略を

述べる。

平安時代から鎌倉時代

土嬢、庭園遺構、堰、掘立柱跡などがある。

土塀527（図版1・6の5と7）

北拡張区で検出したもので、長径1m、短径0．5m、深さ0．4mの楕円形に近い不定形の掘形をも

つ。掘形内からは完形品の土師器皿が十数枚出土した。何らかの祭祀に伴う遺構とみられる。土

器編年のV期に属する。

土塀526（図版1・6の5と8）

土損527の西側2mに位置する。長径0．65m、短径0．55mの楕円形の掘形をもち、深さ0．3mを測

る。完形の土師器皿を数枚含む。Ⅶ期に属する。

池403e306（図5・図版1・2・4・6の2－4）

調査区全域にわたって平安時代末期から鎌倉時代の遺物を含む庭園遺構である。調査区の北端

部から幅4－5m、深さ1m程の規模をもち、川状に商流する。南端部では二つに分流し三条坊

門小路の築地におそらく暗渠となって排出する状況を呈する。石組みの堰が2カ所設けられてお

り、北側の堰1は早い時期に、あるいは当初から設置されており、南側の堰2は時期を隔てて構

築されていることが堆積土の状況からうかがえる。堰1は乱石積みで2・3段に築成する。堰2

は北側に面を揃え一段のみで築成する。北方向から流れてきた水流が、堰1の前面で東西にオー

圏平安時代　　圏鎌倉～室町時代　圏池400

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10m

図4　調査区北壁断面図（1／150）
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0　　　　　　　　　　　2m

i l

図5　堰1・堰2東西セクション断面図（1／80）
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1．10YR4／2灰黄褐色砂泥

L塩辛で二三十一一E

2．2jY4／3オリーブ褐色砂泥

（黄色粘土ブロック含む）

9　　　　　　　　1m

図6　土撰381・382

実測図（1／00）

バーフローした状況がうかがえ、

東側では水流によって肩部がえぐ

られ池の広がりが認められる。一

方、西側では池306を形成する。

池306は多量の瓦で埋め立てられ

ており、それらの瓦は二次焼成を

受けいずれも赤変している。池底

は全域にわたって厚さ0．2m程の泥

土層が堆積しており、部分的には

土器溜りがみられる。池が廃絶さ

れた後、堰1と堰2の間、東西5，5m、南北3mの長方形の部

分は厚さ0．3m前後の黄褐色砂泥層（地山に酷似する）によっ

て丁寧に埋め立てられている。

土墳381・382（図6・図版1・2の1・4の1・7の1と2）

池306の北東肩部に位置する。土頻381は一辺0．45mの方形

の掘形をもち、深さ0．13mを測る。埋土は地山に近い黄褐色

土で、周辺の土色より際だった違いを見せる。掘形内には漆

椀を一個体、西寄りに伏せた状態で出土した。その北側に接

するように径0．45mの円形の掘形をもつ土頻382がある○掘

形内より鏡面を上にした銅鏡が一面出土した。埋土は土嬢

381とは違い周りの土層に近い土色を呈する。いずれの土頻

からもそれ以外の遺物を入れた痕跡は認められなかった。地

鎮めなどの祭祀に伴う埋納遺構と考えられる。

室町時代

土嬢、溝、掘立柱跡などがある。

土塀414（図7・図版1・2・4の1・7の5）

調査区の北部に位置する。南北長0．6m、東西長0・45mの楕円形の掘形をもち、深さは0・3mを測

る。掘形内からは、完形品の土師器皿とともに多量の焼土と人骨片が出土した。おそらく、近辺

で火葬を行った後、供養の土器とともに穴を掘り埋納したものと考えられる。

土蹟314・320・322（図版1・2・4の1・7の3と4）

調査区東部に位置する。土墟314は南北長0・9m、東西長0・7m以上で、西半部が近世の土賎によ

り削平されている。残存深0．4m程で、人骨とみられる骨片が一部残存する。銭綿の銅銭が20枚出

土した。土賎320は南北長1m、東西長0・7mほどの楕円形に近い掘形をもつ。深さ0・5mを測る。

人骨とともに歯の一部が残存する○土損314の西側1mにある土損322は南北長0・9m、東西長0・6m

－4－
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図7　土墟414

実測図（1／30）

（D Y‾21r636

以上、深さ0．4mを測る。両端が江戸時代の遺構で削平を受

ける。歯の一部が残る。いずれの土損からも土器類は小片

のみ出土し、また、釘などの出土もなく木棺の痕跡なども

認められなかった。Ⅸ期に属する。

土塀102（図8・図版1・3・5の2・7の6）

調査区の南東部に位置する。一辺0．8mの方形の掘形をも

ち、深さ0．25mを測る。掘形内には、西寄りに青磁椀、白

磁小椀、香炉、土師器皿2個体、銭網の銅銭10枚、径5

mm程の扁平な黒石、漆椀、銅鏡1枚などが出土した。掘

形の北東部に頭蓋骨とみられる骨片が残存する。銅鏡は鏡

面を上にし、その上に漆小椀を置き、青磁椀で蓋をするよ

X一世024ぅな状態で出土した。鉄釘が多く出土しており、木棺墓と

みられる。

1m
」　　－一、－－－＿－－＿＿＿＿＿　　　」

図8　土損102実測図（1／00）

土塀48（図版1・3の1・5の2）

調査区南辺部に位置する集石遺構である。東西長2．6m、

南北長1．5mの楕円形に近い比較的大きな掘形をもち、深さ

0．5mを測る。掘形内上部に拳大から径0．2m程の石を多量に

入れる。埋土には土器類や瓦の破片を合むが他に顕著なも

のはない。Ⅸ期に属する。

土塀39（図版1・3の1・5の2）

調査区北東部に位置する集石遺構である。南北長2m、東西長0．8mの長方形の掘形をもち、深

さ0・3mを測る。0．2m程の石を掘り底まで充填する。遺構の軸は、真北に近い。少量の土器類が出

土したが、性格は不明である。Ⅹ期に属する。

江戸時代

土損、井戸、掘立柱跡などがある。

土塀04（図9・図版1・3の1・5の2・7の6）

X－110，024

調査区の南東部、土賎102の西側1m程のとこ

N　　ろに位置する。南北長2．5m、東西長1．8mの楕円

1．10YR3／2黒褐色砂礫　　310YR3／2黒褐色泥土

2．炭層　　　　　　　　　4．10YR3／2黒褐色泥土

0　　　　　　　　　　　2m

図9　土擬餌断面図（1／00）

形の掘形をもち、深さ1．5mを測る。底に平らな

石を4個南北方向に並べる。埋土は、上から砂礫

層、炭層、泥土層、泥土層の4層に分層できる。

下部の2層は石の現出面より上と下に分属したも

ので基本的には同じである。掘形内からは多量の

土器類とともに、鋳型、柑蝿、銅製品等が出土し

－5－



た。最下層より出土した土器類のなかには「慶長拾年」（1605）と墨書した紀年銘土器がある。

土塀02・26・161（図版1・3の1・5・7の6と7）

土頻04の南に接するように東西長2．7m、南北長3m、深さ0・5mの土損02（石室）があり、その

中央に土損26・161がある。土墳26は東西長1．7m、南北長0・7mの長方形状の掘形をもち、深さ

0．9mを測る。土墳161は土嬢26に切られている。土賎161は東西長l・9m、南北長1・2mの隅丸長方形

の掘形をもち、深さ0．9mを測る。3基ともに同一遺構の可能性がある。土嬢26・161からは炭混

じりの埋土から多量の木瓜鋳型や甜摘、銅製品などが出土した。

土塀151（図版1・3の1・5の2）

調査区の中央部西寄りに位置する0東西長及び南北長ともに6m程で不定型な掘形をもち、深

さは0．5m程で底は凸凹の状況を呈する。埋土は炭を多く含み、木瓜鋳型や瑠璃、多くの完形品の

土師器皿に混じって漆椀が数点出土している。

土塀75（図版1・3の1・5）

調査区の南西に位置し、江戸末期の井戸に南辺部が破壊されている0東西長1・95m、南北長2m

以上の方形の掘形をもち、底は二段になっており、浅いところは深さl・4m、深いところは2・2mを

測る。掘形上部は幅0．3m程の横板を杭で支持して土留めがなされている。最下部の中央には陶器

の轄鉢を一個体据える。廊遺構の可能性がある。

土塀38（図版1・3の1・5の2）

調査区北部土嬢39の西側に位置する。東西長1．8m、南北長0・7m種で、長方形に近い掘形をもち、

深さ0．25mを測る。木片などは認められなかったが、鉄釘が多く出土しており、掘形はほぼ垂直

に掘られ、底も平坦なことから、木棺を据えたものと想定できる。

塀01（図版1・3の1・5の2・7の8）

東西14間以上、南北2間以上のL字形の掘立柱の塀跡である。1間1・2mの4尺等間で、数回の

作り替えがある。柱穴は径0．5m前後の円形で、掘形の底にすべて根石をもつ。

Ⅳ　遺　物

出土遺物は整理箱に171箱ある。時代は平安時代から江戸時代のものがある。遺物の種類には

土師器、須恵器、緑粕陶器、灰粕陶器、国産陶磁器、輸入陶磁器、瓦類、土製品、金属製品、木

製品、石製品、骨角製品、銭貨などがある。以下主要なものについて述べる0

土器・陶磁器類

池403出土土器（図10・11）

土師器、瓦器、拍色土器、須恵器（東海地方産）、輸入陶磁器などがある。

土師器は皿Ac1－12、皿Nの小型13－31、同大型32－37、皿Sh38、皿S小型39、同中型40、同

大型41－45があり、他にミニチュアの羽釜48・49、羽釜50がある。瓦器には小型の鉢51、小型の

杯52、鍋53－55、羽釜56－57、白色土器には皿46・47、須恵器には小型の杯58、台付きの瓶59、

－6－
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図10　池403（1－60）・池306（62－74）出土遺物実測図（1／4）
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輸入陶磁器には白磁皿60、染付磁器の碗61がある。

土師器皿類の出土状況は、皿Nの小型は8cm台、皿N大型は12cm台

が主流と判断されⅦ期古に比定できる一箱が多くを占める。小型で9

cmを越えるものと大型で13cm台のものはⅥ期中の古手のもの、また皿

N28・29と皿Sの44・45は形態的にⅦ期新からⅧ期古に比定でき、時間

的に新しい要素も少量見られる。これは池の形成のされ方、変遷、埋

まり方（廃棄の状態）に関係するものと考えられる。また皿Acが多量

に出土していることも際立った特徴となっている。瓦器の小型杯52は

体部にミガキを施し五輪花に仕上ば見込み部分に花形の暗文を配す。

須恵器杯58は断面三角形の小さな高台を貼り付け、降下粕がかかる。

59は高い台を付けた瓶で肩部に三筋の線が巡る。口緑、高台端部は欠

0　　　　　　　　　　　　10cm

図11池403出土

染付碗実測図（1／4）

失している。須恵器はいずれも東海地方の製品と見られる。

また、図11に示した染付磁器碗61は中国産で、Ⅶ期新からⅧ期古の

一辞（28、29、45）に伴って出土したものである。元代のものとするには類例がなく形態的にも

問題があるが、堰1と堰2の間の整地層下より出土したもので、単純な混入品とは考えにくく、

ここでは一応元代のものであるかどうか判断を留保しておく。その他に輸入陶磁器としては、青

磁椀、口禿の白磁皿をどの小片が出土している。

池306出土土器（図10）

土師器には皿Ac62、皿Nの小型64、同大型65・66、皿Sh63、皿S67・68があり、ミニチュア羽

釜69も出土している。瓦器には肩部に蓮弁風の暗文を施した壷70、鍋71がある。須恵器には底部

に糸切痕を残し高台を付けない小型の杯72があり降下粕がかかる。東海地方産と見られる。輸入

陶磁器には青磁蓮弁文碗73、線粕盤74がある。この遺構は池403とほぼ同時期に廃絶していて、

出土遺物も同様の傾向にあるが、土師器皿Sh63、同S68は形態的にやや新しくなる可能性が高い。

土塀414出土土器（図12）

土師器皿Nの小型のもの75－81、同皿Sの小型の82・83がある。それぞれに大型のセットを欠

落した資料で、Ⅷ期中に位置づけられる遺物群と考え

られる。すべての個体が二次的な火を受けており変色

が著しい。

土塀102出土土器（図13・図版10）

土器類の他に銅鏡一面、銅銭、漆椀などがある。土

師器皿Sh84は内面に7カ所朱書きを施す。笹状の模様

に見えるが、おそらくまじないであろう。皿N85は口

径10cm、器高2cmを測る。胎土には白色微砂粒を多く

含む。86は瀬戸香炉である。底部外面は回転糸切り痕

が残り、小さな三足が付く。香炉内には灰が入ったま

－8－
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図12　土賎414出土遺物

英樹図（1／4）
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図13　土蹟102出土遺物実測図（l／4）

まの状態である。白磁小碗87は口径7．3cm、

器高2，6cmを測る。灰白色の粕薬を浸け掛け

する。体部下半部以下は無紬である。内面に

のり状の有機物の付着が認められる。青磁碗

88は達弁文を施す。口径11．7cm、器高6．3cmを

測る。粕薬はオリーブ灰色を呈し、粕は高台

までかかり、外底は粕薬を削り取る。白磁小

椀と同様に有機物の付着が認められる。土器

類はいずれも完品である。

土壌04出土土器（図14－18・図版8の2）

土師器、瓦器、焼締陶器、唐津系陶器、美濃瀬戸系陶器、輸入染付磁器などがあり、第1層、

第2層（炭層）を単位とする一弾とその下層の第3層、4層を中心とするものに分けることがで

きる。ここではそれぞれ上層（図14・15）、下層（図16・17）として報告する。

上層　土師器は皿Nr89－106、皿SblO7－115、皿S116－131、小壷132－140、塩壷蓋141、塩

竃身142・143、壷蓋144、焙烙鍋145・146、椀147などがある。皿Nrは小型89－102と大型103～

106の一群が認められる。110－112、115、117、119、127は被熱によるものと思われる器体の黒

化が見られ、109、116、122、125、126の口綾部には灯芯痕が認められる。焙烙鍋には口縁が玉

線状で体部から底部外面をヘラ削りするもの145と、型作りのもの146がある。145は内外面とも

炭素は付着せず、火にかけて使用した痕跡は認められない0146は外面に煤が付着する。147は椀

で一部が明黄褐色（10YR7／6）に変色する。瓦器は瓦灯149・150が出土している。149は燈火皿

の受け部分で、150は外面にミガキが施されている。148は土製品の鈴である。国産陶器には唐津

系陶器の蓋151、皿152、小椀153・154、椀155－158、美濃瀬戸系陶器の天目茶碗163－173、日天

目茶碗182・183、鉄粕椀174－177、長石粕椀178・179・181、灰粕椀180、鉄粕小壷184・185、灰

紬折線皿186、灰粕丸皿187、長石粕皿188、鉄紬ミニチュア揺鉢189、鉄粕鉢190・191などが出土

している。焼締陶器は信楽産の据鉢161と器形不明160、丹波産の盤162がある。160は口縁部周辺

に灰粕が施され、161は小さな片口をもつ。162は体部内面に重燐の痕跡が残る。染付磁器には碗

192～201、皿202・203、鉢204があり、白磁には小碗205、皿206がある。これらの磁器類は中国

産のものである。

下層　土師器は皿Nr207－225、皿Sb226－233、皿S234－243、塩壷蓋244－247、塩壷身248－

250、焙烙鍋251がある。皿Nrは小型207－219と大型220－225の一群が認められる。226－230、

233、238、242・243は被熱によるものと思われる器体の黒化が見られ、231、235、240・241の口

綾部には灯芯痕が認められる。252－258は瓦器で、瓦灯の252の底部外面（高台内）には「九月

吉日　慶長拾年　甚右衛〈花押〉」の塞書が認められる。甚右衛は甚右衛門の省略形。体部外面

はミガキがある。253・254は瓦灯藍のつまみ部分で、中央部には小さな穴が穿たれている。255

は香炉で体部外面はミガキがあり中央部に菊花のスタンプを巡らし、底部側線に三足が付く。

－9－
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図14　土壌04（上層：第1層、第2層）出土遺物実測図（1／4）
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図16　土嬢04（下層：第3層、第4層）出土遺物実測図（1／4）
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図17　土墳04（下層：第3層、第4層）出土遺物突沸図（1／4）

256は花瓶の脚部で外面は丁寧なミガキが認められる。257は平面角形の火鉢で、接合する他角が

ないため大きさは確定できない。口縁から体部外面はミガキがあり、底部の四隅に足が付く。

258は円形の火鉢で口縁から体部の外面はミガキが施されて丁寧に仕上げられている。底部には

円柱形の三足が付く。259－263は唐津系の施粕陶器で259は平面が隅丸方形を呈す向付である。

粕は灰色に発色し、口綾部四辺と内面に鉄絵を描く。260は鉢、261－263は椀である。264－274

は美濃瀬戸系の施粕陶器で264・265は灰粕の丸皿、266・267は長石紬のかかった菊皿、268・269

は天目茶碗、270は長石粕椀、271は鉄紬小椀、272は灰紬壷の口縁部分、273は鉄粕壷の口頚部、

274は灰紬の香炉である。275－280は中国産の染付磁器椀、281は同皿、282・283は中国産の白磁

の皿である。当遺構からは、これら図示したものの他に土師器の羽釜、瓦器の大和産と思われる

鉢、丹波産の焼締陶器揺鉢なども出土している。

上層、下層と分けて報告したが、それぞれの土師器皿の群を比較してみると口径の分布が上層

でやや小型にシフトしている傾向が認められる。下層はそれぞれの口径分布や形態的特徴から土

師器皿の形式分類ではXI期中に位置づけられる土器群と考えられ、また上層の一韓についても次

形式への若干の変化が進行している傾向は認められるもののさほどは時間差はないものととらえ

てよいと思われる。「慶長拾年」はXI期中という型式に推定されている時間位置でいえばかなり

古い方に位置づけられるが、瓦灯に年号が記され実際に使用される期間を考慮すれば極めて自然

な出土状況と理解できる。
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金属・骨角製品

土塀382出土鏡（図19・図版11）

菊花双鳥銃285は径9．7cm、界圏径6．5cm、縁高0．65cm、線幅0．26cmを測る。型押しによる菊花を

全面に配す。銀座は亀甲形鉦で、甲羅は花亀甲文である。

0　　　　　　　　　　　　5cm

図19　土損102・382出土

鏡拓影・実測図（1／2）

土塀102出土鏡・銭貨（図19・20・図版10）

双鶴鏡284は径6．7cm、縁高0．3cm、線幅0．2cmを測る。形式

化した菊花亀甲文の亀形鉦が、上向きで双鶴と三者接曙す

る。砂目地らしきものが認められる。懐中鏡の一種で、い

わゆる蓬莱鏡といわれるものである。銭貨286－295のうち

初鋳年代がもっとも新しいものは明代の永楽過賞（1408年）

1288　　i　289　　i

0　　　　　　　　　　　5cm

図20　土損102出土銭貨拓影図（1／2）

No． ��ｸ��kﾂ�銭径（A） ��ｸﾆ���(�｢�内径（C） �>�ﾆ��禰�｢�銭厚／mm 處ｩmｨ�誡�
／mm ��贍ﾒ�／mm ��贍ﾒ�

286 侏9XH曁�ﾂ�24．96 �#H�Cs��20．03 �#��C3B�0．99－1．11 �(�CS��

287 俟9�h曁�ﾂ�24．31 �#H�C�"�20．03 ����CS��1．25－1．33 �8�C���

288 丶ｨﾋ8曁�ﾂ�24．98 �#X�C澱�21．31 �#��Cモ�1．15－1．77 �(�C迭�

289 �9^I,ｩV��25．30 �#X�C3b�19．69 ����C3��0．91－1．10 �8�C#��

290 �乂���ﾂ�24．96 �#H�C澱�21．06 �#��Cッ�1．36－1．49 滴�C#��

291 ����侏9V��24．76 �#H�CCb�18．41 ��3���C釘�1．27－1．32 �8�C3��

292 �5hﾖX曁�ﾂ�23．88 �#H�C�B�19．31 ����C�B�1．21－1．26 �8�C�b�

293 傲iDｨ曁�ﾂ�23．73 �#8�C���19．14 ����C�2�1．25－1．44 �8�Csr�

294 傲iDｨ曁�ﾂ�24．49 �#H�C3��19．60 �#��Csr�1．23－1．54 �8�Cs"�

295 �5i�侏9V��25．50 �#X�Cc��18．56 ����CC��1．40－1．67 �8�Cッ�

表1　土墳102出土銭貨計測値一覧表
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である。唐代初鍔の開元過賞（621年）をのぞき他は

いずれも宋代に属する。皇宋過賞287と嘉繭過賞289

は袋書である。

土頻04・161出土金属製品・骨角製品（図22・図版

9・11）

296－308は銅製天秤具である。その内296－299はS

状金具で、300・301はその半製品である。302・303は

木瓜部分の残欠。304・305は棒の方に付く下の指針で、

銅板を切って作る。15度の鋭角をなす。306・307は樺

で大小がある。皿308には刻印は認められない。309－

311はキセル。312は両端を耳かきと爪楊枝風に作る。

313は用途不明。切羽314は周縁に細かな刻み目を入れ

、㊨29；邁∴肝

邁299。－鮭
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図21天秤模式図
（岩田重雄氏作図）
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図22　土嬢04・161出土金属製品（296－315）・骨角製品（316－318）実測図（1／3）
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る。315は小柄、蔓花の文様を施す。316・317は双六の駒、骨製である。大阪城跡などで出土例

がある。棒秤の樟318はおそらく鹿角製。両端を欠く。上目（うえ）、前日（うしろ）、向日（て

まえ）の三方に目盛りが付く。目盛りは錫に水銀を混ぜペースト状にして穴につめ、錫を残す

方法で作られる。302のみ土賎161出土。

土製品

木瓜鋳型（図23・図版8）

天秤の針口・木瓜とよばれる部分の鋳型である。スサ入りの粘土の上に真土を塗る。鋳型の背

面が丸みをもつものと平坦なものが対になる。湯口は上に付く。木瓜の形状はほとんど同じだが、

下の指針を通す中型を作るための工夫に幅の大小が認められる。319－322は土賎04、323－332・

339・340は土頻26、333－335は土嬢161、336－338は土墟02、341－343は土墳151出土である。

なお、ある種の中国鏡の製造過程の中で、中型を作るために炭を埋め込むことがあり、あるい

は木炭を削り成形して充てたものとも考えられる。一部採取した炭の断片の中に、それをうかが

わせるものがある。今後、鋳造遺構の調査においては、木炭なども注意して採集する必要があろ

う。

田地・羽口（図24・図版11）

取瓶には大小のものがあり、小壷風の344と皿状の345－354、取っ手が付く片口の355・356が

ある。この355・356の片口部は木瓜鋳型の湯口にビッグ）と合う。345・349の内面には緑青は認

められず、金とみられる湯玉が認められる。大型の柑蝿358はスサ入りの粘土で作る。357は繭の

羽口である。344－350は土嬢151、355－357は土損04、351－353は土蹟342、354は土嬢144、358

は土嬢70出土である。

G坊。4　≡∃豪琢8　∈毒死1

〔＝謬

∈二重詔。6

〒高鷲

〒〒詔。∈王家52

＼く∠∠ノブ �����耳耳耳����自z#3Sr��������

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

）　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　＿　一一一－＿＿　」

図24　土製品実測図（1／4）
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瓦　類

単弁八乗蓮華文軒丸瓦（359）（図25・図版12）

池403ⅡD区第1層出土。外区に16個の珠文を巡らし、唐草を右回りに巡らす。中房に蓮子を

配す。箔割れが顕著である。瓦当裏面はナデ調整を行う。胎土は精良で、焼成は良好、灰色を呈

する。栗栖野瓦窯産である。

唐草文軒平瓦（360）（図25・図版12）

池403ⅣF区出土。対向蕨手文を中心に左右に唐草が展開する。瓦当上端部はヨコ方向の削り

を行う。胎土は精良で、焼成は良好、灰色を呈する。

複弁八葉蓮華文軒丸瓦（361・362）（図25・図版12）

池306ⅥC区瓦溜まり出土。中房は凸形で、「卍」を配す。361は箔の摩滅が著しく「卍」部分

はへらで修正を加えている。362の中房は361より一回り大きく「卍」も立派である。いずれも瓦

当裏面はナデ調整を行い、丸瓦部裏面の布目はきわめて細かい。二次焼成を受け一部赤変してい

る。胎土は砂粒を含み精良、灰色を呈する。広隆寺に同文瓦の出土がある。

複弁八葉蓮華文軒丸瓦（363）（図25・図版12）

池306ⅥC区瓦溜まり出土。小型の瓦である。中房は凸形で、蓮子は不明。外区に珠文を12個

巡らす。瓦当裏面はナデ調整を行う。胎土は白色砂粒を多く含み、焼成は良く硬質で、灰色を呈

する。

蓮華文軒丸瓦（364）（図25・図版12）

池306ⅥC区下層出土。箔の痛みが著しく、中房には蓮子らしきものが1個認められるのみで

ある。花弁は幾何学模様まで退化している。瓦当裏面はナデ調整による凹凸が顕著に残る。胎土

は精良で、焼成は良く灰白色、表面は黒色を呈する。

複弁蓮華文軒丸瓦（365）（図25・図版12）

池306ⅥC区下層出土。中房は四分割に区切り、1＋4の蓮子を配す。花弁が周縁に接する。瓦

当裏面はナデ調整を行う。胎土は精良、焼成は良く、灰白色を呈する。二次焼成を受けている。

二日文軒丸瓦（366）（図25・図版11）

池306ⅥC区下層出土。右巻きの二巴文を配し、巴の末尾がつながり圏線を形成する。瓦当裏

面はナデ調整を行う。胎土は精良で、焼成は良く、灰色を呈する。二次焼成を受けている。

剣頭文軒平瓦（367－369）（図25・図版11）

池306ⅥC区下層出土。368は中央に三巴文をおき、左右に剣頭文を3個体配す。いずれも顎部

はヨコ方向の削り、側面はタテ方向の削りを行う。折り曲げ技法で成形する。胎土は精良、369

のみ白色砂粒を多く含み、二次焼成を受けて赤変している。

唐草文軒平瓦（370）（図25・図版12）

池306VB区第2層出土。右行唐草文を配す。瓦当上端部及び顎部はヨコ方向の削り、側面部

はタテ方向の削りを行う。瓦当裏面に指圧痕顕著に残り、一部布目痕が認められる。折り曲げ技

法である。胎土は精良、焼成は良く、灰白色を呈する。
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V　考　察

本調査においては、鎌倉時代から江戸時代にかけて注目すべき遺構を検出した。とくに、鎌倉

時代の石組みの堰をもつ庭園遺構、鏡を埋納した地鎮跡、副葬品が一括して出土した中世墓、そ

して注戸時代の天秤工房跡などである。以下それらの遺構についてあらためて概述し、若干の考

察を述べる。

1平安時代から鎌倉時代

池403・306

調査区全域にわたって検出した池403・306は、石組みの堰をもち、北から南流してきた水の流

れをせき止め、水量を調節した後、十五町の敷地外・三条坊門小路へ排水していく構造をもって

いる。このような堰をもつ庭園遺構は平安京跡における初めての調査例となるもので重要な発見

となった。池403の堆積土中からは平安時代後期の遺物も少量出土しているが、池底の泥土層か

らはⅦ期古を中心とする土器類が大半を占める。また池廃絶後に埋められ、整地された土層から

出土した土器類もほとんどがⅦ期に属するもので、今回検出した庭園遺構の年代を13世紀半ばか

ら後半に措くことができる。

文献史料によれば平安時代中期この十五町には左京大夫源泰清の邸宅があったとされ、のち

に村上天皇皇女・資子内親王の御所となった。11世紀には三条上皇の三条院となり、上皇の崩御

後、12世紀の半ば三条院の跡地には二条天皇の押小路東洞院内裏が置かれた。鎌倉時代になると

三条坊門押小路殿が営まれ、後嵯峨・後深草・亀山各上皇三代にわたる後院地となった。この押

小路殿は建治3年（1277）3月21日に焼亡し、これ以後、十五町の沿革は不詳とされている。

以上の文献の記録より、堰を伴う池403は、出土遺物の年代より、鎌倉時代の三条坊門押小路

殿の庭園遺構である可能性がきわめて高い。また池306の瓦溜りから出土した大半の瓦が二次焼

成を受けて赤変していることから、これは、建治3年の三条坊門押小路殿焼亡に伴い焼失した建

物の瓦辞とみることができる。

土塀381・382

池306の北東肩部で検出した土賎381・382は、それぞれ単独で漆椀と銅鏡を埋翻しており、何

らかの地鎮めの遺構とみられる。土損382から出土した銅鏡285は、鏡背の菊花散らし文が型押し

技法で作られ、また銃座の亀甲形鉦の甲羅が花亀甲文である。これらの特徴は13世紀後半から現

れ、14世紀に顕著になるものとされている。土損381からは漆椀1個体のみ出土したが、小さな

方形の掘形の中に、このあたりの地盤層である地山に近い黄褐色粘土で丁寧に埋められている。

土損382の埋土とは相違するが、また漆椀の年代及びその意味なども不明なものの、層位的な所

見より、一応、鏡と同時期かあるいはそれに近い時期のものと考えておきたい。鏡の年代から、

これらの遺構は三条坊門押小路殿に伴う何らかの地鎮遺構とみられ、あるいは池306の瓦溜りの

出土状況などから、この辺りに御堂などがあったことも想定できる。
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2　室町時代

平安京跡における左京域の調査、とくにこの周辺においては、室町時代では井戸跡などの生活

に伴う遺構が高い密度で検出されるものであるが、今回の調査においてはそのような遺構は希薄

であった。室町時代の遺構としては、15－16世紀にかけての土頻墓群が主要なものであった。文

献史料の記録からは、建治3年（1277）の三条坊門押小路殿焼亡以降、江戸時代に至るまで、当

地の沿革は不詳とされており、あるいはそれらを裏付けるような調査結果となった。

土墳墓鞘

土墳墓群の中で、火葬骨が出土した土墟414は、出土した土器類がすべて二次焼成を受けてお

り、火葬時に供養されたものとみられる。火葬した後、穴を掘って火葬骨と土器類などを一緒く

たに埋葬した状況を呈する。出土した土器類はⅧ期中のもので、当地における土損墓群の中では

一番古期に属する。15世紀前後の年代が与えられる。

土嬢314・320・322の内、土賎314から銅銭20枚が出土したほかは、いずれも土器などの副葬品

はなかった。人骨の遺存状態は悪く、埋葬状況も不明である。また釘などの出土がなく、木棺を

伴ったものかどうかは不明なものの、掘形の大きさや形状などからみておそらく屈葬と考えられ

る。Ⅸ期に属する土器が少量出土している。

土墳102は木棺墓（あるいは箱式木棺墓）で、青磁椀、白磁小椀、香炉、土師器皿2個体、鏡、

銅銭10枚、漆椀などの副葬品が完品で出土した。なかでも鏡面を上にしだ懐中鏡に漆小椀を置き、

青磁椀で蓋をするような出土状況は　おそらく原位置を保っており、注目される。土師器皿84の

いわゆるへそ皿の内面には、まじないの一種とみられる朱書きが認められる。7ヶ所に笹の葉状

の模様を施す。よく似たものに草戸千軒町遺跡で出土例がある。双鶴鏡284はいわゆる蓬莱鏡と

呼ばれるものである。鶴亀三者が接隣するものとしての初例は熱田神宮の文安2年（1445）の墨

書のある梅花散双鶴鏡が知られている。文様の空間部に砂目地らしきものが認められるが、これ

はⅩ期中以降に盛行する技法と言われている。土師器皿84・85がⅨ期新からⅩ期古までに属する

もので、やや鏡との年代のずれが認められる。更に検討する必要があろう。

3　江戸時代

L字型の塀に囲まれた江戸時代初期の天秤工房跡を検出した。これまで、堺環濠都市遺跡の調

査などで、元和元年（1615）大坂夏の陣に伴う焼土層から天秤の製品そのものが何点か出土して

いるが、工房跡の発見は国内で初めてとなった。とくに土蹟04からは木瓜鋳型、銅製天秤具など

が多量の土器類とともに出土し、その土器類の中に慶長拾年（1605）と塞害された紀年銘土器が

含まれ、実年代を知る貴重な手がかりを得た。

天秤について

江戸時代においては、泉州堺出身の中堀氏一族が独占的に天秤の製造を行っていた。江戸時代

の後期、当時江戸で天秤を作っていた中堀長兵衛というものが、天秤の専売権を得ようと町奉行

に上申書を出しだが、両替商などの反対により失敗したことが両替商の日記などに記録として
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残っている。

安永9年（1780）3月17日の両替屋「中井家日記」に、中堀長兵衛の願書を引いて

「御天秤針口之儀ハ慶長年中私先租輿一郎衛門と申、南蛮国より相渡候針口を形二取工夫

仕、初で御天秤針口仕立奉差上」

と記され、慶長年間（1596－1615）に、先租の中堀輿一郎衛門が木瓜形の針口をもつ天秤を作り

始めたことを述べている。

江戸時代の天秤（図21）は指針の枠が、紋章の竪木瓜に形が似ていることから、木瓜といわれ、

指針は針口と呼称し、針口のついた天秤は単に針口と言うようになった。またその職人を針口師

といい、天秤屋は針口屋とも言われるようになった。

江戸時代前期の京都案内記『京羽二重』には、当時京都には針口師が5名いたことが以下のよ

うに記されている。

両かへ町姉小路下ル町　　堺　輿三兵衛

御池束洞院西へ大町　　　同　輿一郎

右同町　　　　　　　　　同　輿十郎

松原室町西へ大町　　　　同　輿三佐衛門

大官一条下ル町　　　　　同　長兵衛

堺は出身地を示しており、いずれも姓は中堀である。

今回の調査地・平安京左京三条三坊十五町は、御地束洞院西入るの町にあたり、上記の輿一郎、

輿十郎の針口師が居たところに該当する。現在の町名「仲保利町」にその名を今日に伝えている

ことからも窺える。

第1両で検出した塀01は、平安京の宅地割り・四行入門制の区画にほぼ重なっており、平安京

左京三条三坊十五町における西二行北七門と北入門の境界上に塀01の東西掘立柱列が14間分、西

一行と西二行の境界上に南北柱列2間分がのっている。つまりこのL字形の塀に囲まれた敷地は

西二行北入門に相当し、束洞院通（束洞院大路）より西へ三軒目（三戸主）にあたる。京都市地

図26　「仲保利町」位置図

浅薄で達的串同語幡

誌蒸す事跡耳前疏

図27　明治17年地籍図
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名変遷史『仲保利町』に示されている明治17年の地籍図では塀01が、178・180番地の北側・塗

師屋町との境界に一致している。この地籍図で示されている「仲保利町」は西二行北入門と西三

行北入門を中心として占有するもので、このことから、『京羽二重』にみえる針口師は、西三行

北入門に中堀輿一郎宅、草屋町通りを挟んで西二行北入門の当該地に中堀輿十郎宅があったこと

が推定できる。

なお、堺出身の中堀氏は堺、奈良、大坂、京都、江戸に移り住み、一族の大部分は大坂と京都

にいたといわれており、上記の「中井家日記」などから、当地の中堀輿一郎は本家の流れを汲む

ものとも考えられる。また、多量の木瓜鋳型とともに出土した瓦灯252は、底部外面に「九月吉

日　慶長拾年　甚右衛〈花押〉」の墨書があり、おそらく出入りの業者・何菓甚右衛門から開業

祝いに際し、灯火油などとともに贈られたものであろう。

角秤の桂318について

江戸時代棒秤の製造は、幕府から許可を受けた神家と守随家の両家が特権的に支配し、神家は

西35カ国（壱岐・対馬を含む）、守随家が束33カ国を掌握していた。神家の初代喜四郎（秤屋喜

四郎）が京都において秤の製造を開始したのは、その没年が寛永10年（1633）であることから天

正末から慶長初年の頃と言われており、そのことから土墳04から出土した棒（角）秤の棒318は、

初代神家の時代のものとみられる。

神家と守随家では、棒秤の名称や目盛りの呼称及び打ち方に多少の違いがある。神家の銀直秤

には、角秤、柿秤、継秤、象牙秤などがあり、樺の種類によって星（目盛り）の打ち方が異なる。

その内、角秤の目盛りの規定は、上目（うえ）が15匁、前日（うしろ）が50匁、向日（てまえ）

が200匁と定められている。守随家の角秤では、上目17匁、前日50匁、元日160匁となっている。

角秤の棒318を神家のものとして復原すると図28のようになり、上目で5匁2分までの昼が認

められる。この場合星一つが1分である。前日で19匁8分～34匁8分まで、同じく星一つが2分、

向日で84匁～121匁まで、この場合は星一つが1匁、と以上のように読むことができる。神家の

規定通りであれば　もとの樺の長さは8寸前後が考えられる。神家の棒秤として何ら不都合は認

められないが、神家以前の角秤である可能性も考えておく必要があろう。なお、厘直秤について

は、神家では1厘直秤と2厘直秤があり、いずれも上目のみ目盛りを打ち、それぞれ1．5匁、5

匁までの重さを量ることができる。そのときの星一つは1．5匁の場合は1厘、5匁の場合は2厘

となっている。

上目†

前日）

26匁

向日　〈

…‥「・・“・‥‥・…‥・‥‘　　　・‥……・‥・言‥（

0　　　5分　1匁　　　　　　2匁　　　　　　3匁　　　　　　4匁　　　　　　5匁

25匁

Id）匁

図28　土墳04出土棒秤概略図
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4　結語

今回の調査においては鎌倉時代から江戸時代にかけていくつかの新たな知見を得ることができ

た。鎌倉時代の石組みの堰をもつ庭園遺構は、三条坊門押小路殿の庭園の一部である可能性がき

わめて高く、今後の庭園研究に貴重な資料を提供することとなった。また中世墓群の検出は、当

地の南西隣接地・左京三条三坊十一町の調査で、同時代の数十基にのぼる土賎墓群の存在が確認

されており、15－16世紀代にかけて、この地域が当地を含む墓域空間を形成していたことが明ら

かとなった。それは同時に、近年の調査研究で明らかになりつつある中世墓における火葬から土

葬への回帰が、端的にあらわれた調査結果ともなっている。

江戸時代の天秤工房跡の発見は国内で初めてであり、木瓜鋳型とともに出土した慶長拾年の紀

年銘をもつ墨書土器の存在は、京都における天秤作りの開始年代を想定できる根拠となるもので

ある。それと共に、紀年銘土器と共催して出土した土器群は、きわめて一括性の高い性格を有し

ており、17世紀前半の標準資料の一つとして今後重要な位置を占めるであろう。

最後に今ひとつ指摘しておきたいのは、L字形の塀01は明治17年の地籍図の境界線と一致して

おり、そしてまた、平安時代の四行入門制の宅地割りにもほぼ重なることである。当地は平安時

代から鎌倉時代にかけて里内裏や院の御所が営まれ、当然一町全体を占有していたと考えられ、

それは鎌倉時代の池跡の出土状況からも明らかである。平安時代の早い時期から鎌倉時代の三条

坊門押小路殿の焼亡まで、とそれ以後、3世紀程の空自を経て、近世初期の段階で平安時代の四

行入門制に則った宅地割りが踏襲されている事実は、平安京跡における土地利用の変遷を考える

上で重要な問題を寧んでいる。

以上、本調査においては多大な成果を上げることができた。これもひとえにニチコン株式会社

の埋蔵文化財に対する深いご理解と全面的な協力のおかげであり、末筆ながらあらためて御礼申

し上げる次第です。また注戸時代の天秤・棒秤に関しては、日本計量史学会顧問の岩田重雄氏よ

り、数多くの貴重な資料の提供と幾度となく直接的な御教示を賜り、秤関係資料の深さを認識で

きたことはなによりも幸いであった。ここにあらためて感謝の憲を表する次第です。

註1　角川日本地名大辞典　26京都府　角川書店1991年

日本歴史地名体系27　京都市の地名　平凡社1979年

山田邦和　「左京と右京」『平安京提要』㈱古代学協会・古代学研究所1994年

註2　小森俊寛・上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の編年」『研究紀要第3号』　㈱京都市

埋蔵文化財研究所1996年

註3　測定機器は㈱ミツトヨの「デジマチックキャリバーCD－15C」と㈱エー・アンドデイの「パーソ

ナル電子天秤EK120G」を使用した。

註4　表記は「永井久美男　『中世の出土銭』　兵庫埋蔵銭調査会1994年」に準じた。

－25－



註5　和鏡研究の第一人者・広瀬都巽氏の生前の話として、嗣子淑彦氏より御教示を賜った。

註6　『木村捷三郎収集瓦図録』　㈱京都市埋蔵文化財研究所1996年

註7　註1と同じ。

註8　久保智康　「中世・近世の鏡」『日本の美術』』394　至文堂1999年

註9　革戸千軒町遺跡　「7次調査　戯画土器」『中世の呪術資料』　第4回中世遺跡研究集会1984年

註10　広瀬都巽編　『扶桑紀年銘固説』　大阪市立美術館1938年

註11註8に同じ。

註12　『堺市文化財調査概要　第51集1990年』『堺市文化財調査概要報告　第15冊1991年』『堺市文

化財調査概要報告　第49冊1995年』　（堺市教育委員会）の報告に出土例がある。

註13　岩田重雄　「近世以後の天ぴんの指針と架台について」『第9回計量史をさぐる会』1986年

註14　『中井家文書』　日記　三番　国立史料館蔵

註15　岩田重雄　「はかりの歴史」『設計工学』第38巻第9号　2003年

註16　「京羽二重」『京都叢書』

註17　松本利治『京都市町名変遷史5』京都市町名変遷史研究所1990年　図26・27は左記より転載。

註18　林　英夫『秤座』　吉川弘文館1973年

註19　岩田重雄　「JAPANESESCALESandWEIGHTS」『EQUILIBRIUM』1981年

註20　同上及び『守随秤座記』新生社1967年

註21註19と同じ。

註22　「平安京左京三条三坊十一町」『平安京跡研究調査報告　第14輯』　㈱古代学協会1984年

註23　河野眞知郎「中世の墳墓鮮」『歴史時代の考古学』　学生社1998年
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表2　遺物観察表

池403（図10－11）

番号 偃ﾙ}��器形 佰ｸﾆ��器高 ���7��色　　　調 儖X��ﾖﾂ�層　位 

1 �7��蹌�ｮﾒ�皿Ac 滴�CB�1．3 ��榎r�10YR8／2 ��ⅢE区最下層 

2 剴H�C��1．0 ��榎r�10YR8／2 ��ⅢC区最下層 

3 剴H�Cr�0．9 ��榎r�10YR8／2一同8／3 ��ⅢD区第1層 

4 剴H�C��0．8 俟Y|r�10YR8／1 ��ⅢD区第1層 

5 剴H�CB�0．8 ��榎r�10YR8／1 ��ⅣD区第3層 

6 剴H�Cb�0．8 冓驂r�10YR8／2 ��堰1と堰2間 最下層 

7 剴X�CB�1．0 ��榎r�10YR8／2 ��ⅣD区第4層 （泥土） 

8 剴X�CB�1．2 處r�10YR8／2 ��ⅣE区最下層 

9 剴H�C��1．0 ��榎r�10YR8／2 ��堰1と堰2間 最下層 

10 剴H�Cb�1．0 ��榎r�10YR8／2 ��最下層 

11 剴H�C��1．6 ��榎r�10YR8／l一同8／2 ��堰1と堰2間 最下層 

12 剴X�C��1．2 ��榎r�10YR8／1一同8／2 ��堰1と堰2間 最下層 

13 剋MN 度�Cb�1．3 ��榎r�10YR7／2 鼎�54yG)�Xﾖ��下層 

14 剴x�C��1．6 處r�10YR7／2一同8／2、一部10YR7／1 �9I�8ﾚﾒ�ⅢC区最下層 

15 剴��C��1．4 處r�10YR7／2 �9I�8ﾚﾒ�ⅢC区最下層 

16 剴��C��1．5 ��榎r�7．5YR7／3一同7／4 �9I�8ﾚﾒ�堰lと堰2問 最下層 

17 剴��C��1．6 ��榎r�7．5YR7／3一一10YR7／3 �9I�8ﾚﾒ�ⅢC区最下層 

18 剴x�C��1．2 處r�10YR7／2 �9I�8ﾚﾒ�ⅢC区最下層 

19 剴��C��1．5 處r�10YR7／2－2．5Y7／2 �9I�8ﾚﾒ�ⅢC区最下層 

20 剴��C��1．6 ��榎r�10YR7／3 �9I�8ﾚﾒ�ⅣD区第4層 

21 剴��C2�1．6 ��榎r�10YR7／2一同8／2 ��ⅢC区最下層 

22 剴��C"�1．4 ��榎r�10YR7／3 鼎�54yG)�Xﾖ��下層 

23 剴��CB�1．6 俟Y|r�7．5YR7／4 �9I�8ﾚﾒ�堰1と堰2間 最下層 

24 剴��C2�1．4 ��榎r�10YR8／2－2．5Y7／2 �9I�8ﾚﾒ�ⅢC区最下層 

25 剴��C2�1．3 處r�10YR7／2 �9I�8ﾚﾒ�HC区最下層 

26 剴��CB�1．8 ��榎r�10YR8／1－2．5Y8／2 ��HD区第1層 

27 剴��C��1．4 ��榎r�2．5Y8／l一同7／1、黒班あり ��堰1と堰2間 

28 剴x�Cb�1．9 處r�7．5YR7／4 �9I�8ﾚﾒ�ⅣD区第3層 

29 剴��CB�1．7 ��榎r�7．5YR7／4 �9I�8ﾚﾒ�ⅣD区第3層 

30 剴��C��1．4 ��榎r�2．5Y8／1一同8／2 ��ⅢC区最下層 

31 剴��Cr�2．1 處r�7．5YR7／3－10YR6／2 ��ⅢC区最下層 

32 剴���CB�（1．8） ��榎r�10YR7／3 ��堰1と堰2間 

33 剴�(�C"�（2．5） ��榎r�7．5YR6／4 ��堰1と堰2間 

34 剴�(�C��（2．2） ��榎r�7．5YR7／3－10YR7／3 ��堰1と堰2間 

35 剴�(�CB�3．1 ��榎r�10YR7／3 ��ⅢE区最下層 

36 剴�(�CR�2．2 ��榎r�7．5YR7／3、内面一部煤付着 鼎�54yG)�Xﾖ��下層 

37 剴�(�C��2．4 處r�7．5YR7／4 ��HC区最下層 

38 剋MSh 塗�CB�1．8 ��榎r�2．5Y8／1一同8／2 ��東西第1セクション 南側ⅣD区最下層 

39 剋MS 嶋�C2�2．3 ��榎r�10YR8／1－同8／2 ��ⅢE区最下層 

40 剴���Cr�3．0 ��榎r�2．5Y8／2、内面底部煤付着、異変 ��ⅢC区最下層 

41 剴�(�C��3．0 ��榎r�10YR8／2 ��ⅢE区最下層 

42 剴�(�Cb�3．0 ��榎r�10YR8／2 ��堰1と堰2間 

43 剴�(�Cr�3．2 ��榎r�10YR8／2一同8／3 ��ⅣD区第4層 

44 剴�(�C��3．4 ��榎r�2，5Y8／1 ��ⅢC区最下層 

45 剴�8�C��3．4 ��榎r�2，5Y8／1一同8／2 冑�lX+x.��ⅣD区第4層 

46 僮)�b�7舒ﾒ�皿 度�CR�1．4 處r�10YR8／2 �.ｩYH鏈��.��ⅣE区最下層 

47 剴x�C"�1．6 冦ｨ*｢��X*"�2．5Y8／2 �.ｩYH鏈��.��東西第2セクション 第3層 

48 �7��蹌�ｮﾒ�ミニチュ ア羽釜 度�CB�（3．0） ��榎r�10YR8／3、外面一部異変 ��ⅣD区第3層 

49 剴x�CB�（3．4） ��榎r�10YR8／4、外面一部異変 ��ⅣE区最下層 

50 刮H釜 �#H�Cb�（5．6） ��榎r�10YR8／3一同7／4 ��ⅢE区最下層 
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番号 偃ﾙ}��器形 佰ｸﾆ��器高 ���7��色　　　調 儖X��ﾖﾂ�層　位 

51 亂"�ｮﾒ�小鉢 度�CB�（2．5） ��榎r�5Y7／1、器表5Y7／1－N4／0灰色 ��ⅣD区第4層 

52 剩t ����C��2．9 ��榎r�5Y8／1、器表N4／0灰色 ��ﾉYH,ﾙ}h扎���ﾊ俛�-ﾘ,�9[b�ⅢC区最下層 

53 剴� �#(�C��（6．2） ��榎r�5Y7／1－8／1、日縁N4／0灰色、外器表 5Y6／1－2．5Y4／1 ��最下層 

54 剴#h�C��（4．5） ��榎r�5Y8／1、日縁N4／0灰色、外器表 2．5Y6／2一同4／1 ��ⅣD区第4層 

55 剴#��C��（5．3） ��榎r�5Y7／1、口緑一外語表N4／0灰色 ��ⅢC区最下層 

56 刮H釜 �#(�CR�（5．1） ��榎r�5Y7／1、日縁～外諸表N4／0灰色～ 2．5Y4／1 ��ⅢC区最下層 

57 剴#h�CR�（5．3） 俟Y|r�5Y7／1、口縁～外器表N4／0灰色 ��堰1と堰2間 

58 ��ｲ�ﾆ"�ｮﾒ�小椀 嶋�C��2．4 處r�N5／0灰色、内面降下粕2．5GY5／lオl） ーブ灰色 �8ﾈ､8蝌�).ｩYH鏈���.夷8ﾘ)�I5ﾈ.姥H*��HC区最下層 

59 剳r ��滴�Ch�｢�（17．3） 冓驂r�7．5Y7／l灰白色、頚部一肩部白濁した 薄い降下紬 �8ﾈ､8蜥�ⅢE区最下層 

60 僮(鶻�皿 嶋�Cb�3．2 ��榎r�7．5Y8／1灰白色、粕10Y7／1灰白色 �(hﾙ�蜥�東西第2セクション 最下層 

61 ��YWB�碗 ��ﾂ�（3．3） 價�|r�N8／0灰白色、粕2．5GY8／1灰白色 �(hﾙ�蜥�ⅣD区第3層 

池306（図10）

番号 偃ﾙ}��器形 佰ｸﾆ��器高 ���7��色　　　調 儖X��ﾖﾂ�層　位 

62 �7��蹌�ｮﾒ�皿Ac 滴�C��1．0 價�|r�10YR8／1一同8／2 ��泥土第1層 

63 剋MSh 塗�C"�2，9 冓驂r�7．5YR8／2－10YR8／2 ��瓦溜り 

64 剋MN 嶋�CB�1．6 價�|r�10YR7／2 �9I�8ﾚﾒ�第2層 

65 剴���C"�2．0 處r�10YR7／3一同7／4 ��下層 

66 剴�(�C��2．4 ��榎r�10YR7／3 ��瓦溜り 

67 剋MS ����C��（3．1） ��榎r�10YR8／2、外面煤付着 ��第2層 

68 剴���C��3．5 ��榎r�2．5Y8／1 ��第2層 

69 刄~－ チュア 羽釜 店�Cr�（2．9） ��榎r�10YR7／3一同7／4 ��下層 

70 亂"�ｮﾒ�軽 店�C��8．0 ��榎r�5Y8／1、器表5Y8／1－N4／0灰色 侈浦H,�9[b�下層 

71 剴� �#(�C��（5．6） ��榎r�5Y7／1、日藤一外面N4／0灰色～ 2．5Y4／3 ��泥土第1層 

72 ��ｸﾆ(ｮﾒ�小椀 塗�C��（2．4） ��榎r�5Y6／1、内面片側に降下粕 �.ｩYH鏈��.��泥土第1層 

73 ��(鶻�碗 ��H�C��6．0 ��榎r�N7／0灰白色、紬は7．5Y5／2灰 オリーブ色 �(hﾙ�蝌�(､�ｩ���]���ﾊ俛�-ﾘ,�B�[h�(ﾘ)�I>�自l｢�,冉餮I(R�瓦溜り 

74 處�-ｲ�盤 �38�CR�（5．8） ��榎r�N5／0－同6／0灰色、粕7．5GY6／8緑黄色 �(hﾙ�蝌�(��ｫ�8��5�5��ｸ*�*�.��"�VIC区第2層 

土嬢414（図12）

番号 偃ﾙ}��器形 佰ｸﾆ��器高 ���7��色　　　調 儖X��ﾖﾂ�層　位 

75 �7��蹌�ｮﾒ�皿N 度�C"�1．8 ��榎r�7．5YR7／4－10YR7／3 儂ﾙDﾘ*�.�� 

76 剴x�C"�1．7 俟Y|r�7．5YR7／4－10YR8／3、 一部赤変5YR6／4 儂ﾙDﾘ*�.�� 

77 剴x�CB�1．6 ��榎r�7．5YR7／4－10YR7／4、 一部赤変5YR6／4 儂ﾙDﾘ*�.��r� 

78 剴x�Cb�1．6 ��榎r�10YR7／4、一部赤変5YR6／4 儂ﾙDﾘ*�.�� 

79 剴x�Cb�1．8 ��榎r�10YR7／3－同7／1、 一部赤変5YR6／6 儂ﾙDﾘ*�.�� 

80 剴x�Cb�1．7 ��榎r�7．5YR7／4－5YR6／4 儂ﾙDﾘ*�.�� 

81 剴x�Cb�1．8 ��榎r�7．5YR8／3－5YR6／4 儂ﾙDﾘ*�.�� 

82 剋MS 祷�C��2．1 俟Y|r�10YR8／2－5YR6／4、一部黒変 儂ﾙDﾘ*�.�� 

83 剴��CR�2．9 ��榎r�7．5YR7／4－5YR6／4、異変部分大 儂ﾙDﾘ*�.�� 
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土嬢102（図13）

番号 偃ﾙ}��器形 佰ｸﾆ��器高 ���7��色　　　調 劔OX��ﾖﾂ�層　位 

84 �7倡Hｮﾒ�皿Sh 塗�CB�1．9 ��榎r�2．5Y8／2 劍逸��*ｸ*�.�� 

85 剋MN ����C"�2．2 ��榎r�7．5YR7／6 剪� 

86 ��8ﾌｲ�香炉 滴�CR�2．7 ��榎r�胎土 �(�CU度�����IB�5Y7／2 弌�5ﾘ鏈��.�� 

87 僮(鶻�小碗 度�C2�2．6 ��榎r�胎土 �(�CU嶋�����IB�5Y8／1 �� 

88 ��(鶻�碗 ����Cr�6．3 ��榎r�粕：2．5GY6／1オリーブ灰色 剪� 

土嬢04（図14－18）

番号 偃ﾙ}��器形 佰ｸﾆ��器高 ���7��色　　　調 剩�@考 ��x��犬�

89 �7��蹌�ｮﾒ�皿Nr 店�C��1．2 ��榎r�胎土：7．5YR7／4 � ��c��S)�r�

90 剴X�C��1．2 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紕� ��c)�x��%��x�｢�

91 剴X�C��1．3 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紕� ��c��S)�r�

92 剴X�C��1．3 ��榎r�胎土 ����#x��(�ﾃx�CU�#x�綯�内面墨痕あり ��c��S)�r�

93 剴X�CB�1．2 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紕� ��c)�x��%��x�｢�

94 剴X�CB�1．4 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紿耳�#���#x��2� ��c)�x��%��x�｢�

95 剴X�CR�1．4 ��榎r�胎土：10YR7／3、口縁一部： 10YR7／6 � ��c��S)�r�

96 剴X�Cb�1．0 ��榎r�胎土 ����#x��2� ��c��S)�r�

97 剴X�Cb�1．2 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紿��?ｨ傀自YH甑¥�� ��c)�x��%��x�｢�

98 剴X�Cb�1．4 處r�胎土 度�CU�#x�紕� ��c)�x��%��x�｢�

99 剴X�Cb�1．2 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紿�ﾃ���#x��2� ��c)�x��%��x�｢�

100 剴X�Cr�1．2 ��榎r�胎土：7．5YR7／4、日緑一部： 7．5YR6／6 � ��c)�x��%��x�｢�

101 剴X�C��1．8 ��榎r�胎土：7．5YR7／4 � ��c��S)�r�

102 剴h�C��1．2 ��榎r�胎土：7．5YR7／2、異変あり � ��c)�x��%��x�｢�

103 剴h�Cr�1．5 ��榎r�胎土：7．5YR7／4－10YR8／4、 10YR7／6 � ��c��S)�r�

104 剴h�Cr�1．5 處r�胎土 度�CU�#x��8�ﾃ���#X����小石混入 ��c)�x��%��x�｢�

105 剴x�C��1．4 ��榎r�胎土 ����#x��8�ﾃ���#x��"� ��c��S)�r�

106 剴x�C��1．4 俟Y|r�胎土 ����#x�紕� ��c)�x��%��x�｢�

107 剋MSb 祷�CB�1．9 ��榎r�胎土 ����#x��(��自YH甑¥�� ��c��S)�r�

108 剴��CR�2．2 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紕� ��c��S)�r�

109 剴��Cb�2．2 儻9|r�胎土 度�CU�#x�紕�灯芯痕あり ��c��S)�r�

110 剴��Cr�（1．8） ��榎r�胎土 ����#x��(��ﾙY¥�� ��c��S)�r�

111 剴��Cr�1．6 ��榎r�胎土 ����#x��(自:��紿��ﾙY¥�� ��c��S)�r�

112 剴��C��2．0 ��榎r�胎土 ����#h��(���YKﾈ*ｨﾙY¥�� ��c��S)�r�

113 剴��C��2．3 ��榎r�胎土 度�CU�#x��8自:���2� ��c��S)�r�

114 剴���3"�2．0 俟Y|r�胎土 度�CU�#x�紕� ��c��S)�r�

115 剴���C"�2．2 ��榎r�胎土 �(�CU塗��(���YKﾈ*ｨﾙY¥�� ��c��S)�r�

116 剋MS ����C��2．2 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紕�灯芯痕あり ��c��S)�r�

117 剴���C"�2．1 ��榎r�胎土 �(�CU塗������YKﾈ*ｨﾙY¥�� ��c��S)�r�

118 剴���Cr�2．3 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紿�ﾃ���#���2� ��c��S)�r�

119 剴���Cr�2．4 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紿�ﾃ���#x��2�灯明皿 ��c��S)�r�

120 剴���CR�2．1 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紕� ��c��S)�r�

121 剴���Cr�2．2 俟Y|r�胎土 度�CU�#x�紕� ��c��S)�r�

122 剴���C��2，3 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紕�灯芯痕あり ��c)�x��%��x�｢�

123 剴���C��2．4 ��榎r�胎土 度�CU�#x��8自:��紕� ��c��S)�r�

124 剴���C��2．4 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紕� ��c��S)�r�

125 剴���C��2．4 價�|r�胎土 度�CU�#x�紕�灯芯痕あり ��c��S)�r�

126 剴���C��2．0 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紕�灯芯痕あり ��c��S)�r�

127 剴���C"�2．0 ��榎r�胎土：10YR7／3－7．5YR7／4、 黒変あり � ��c��S)�r�

128 剴���Cr�2．0 冓驂r�胎土：7．5YR7／4－10YR5／1 � ��c��S)�r�

129 剴�(�CB�2．0 ��榎r�胎土：7．5YR7／4 剴柏c痕あり ��c��S)�r�

130 剴�8�C��2．0 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紿自:����� ��c��S)�r�

131 剴�X�C��2．6 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紕� ��c��S)�r�

132 剌ｬ壷 ���C��2．2 ��榎r�胎土 ����#���2� ��c)�x��%��x�｢�

133 剴��C��2．2 ��榎r�胎土 ����#���"� ��c)�x��%��x�｢�

134 剴(�C��2．7 ��榎r�胎土 �(�CU嶋��(��自YC���#x�綯� ��c��S)�r�

135 剴(�C��2．2 ��榎r�胎土 �(�CU嶋��(自:���2� ��c)�x��%��x�｢�

136 剴(�C��2．4 ��榎r�胎土 �(�CU度��(��自YCx�CU�#x�綯� ��c)�x��%��x�｢�

137 剴(�C"�2．4 ��榎r�胎土 �(�CU嶋��(��自YC���#x�綯� ��c��S)�r�

138 剴(�C2�2．4 俟Y|r�胎土 �(�CU嶋����ﾃ���#x�紕� ��c��S)�r�

－29－



番号 偃ﾙ}��器形 佰ｸﾆ��器高 ���7��色　　　調 剩�@考 ��x��犬�

139 �7��蹌�ｮﾒ�小壷 �(�C2�2．8 俟Y|r�胎土 �(�CU嶋��"� ��c)�x��%��x�｢�

140 剴(�CR�2．2 ��榎r�胎土 �(�CU嶋��"� ��c)�x��%��x�｢�

141 刮亦ﾙ 蓋 塗�C��2．2 冦ｨ*｢��X*"�胎土：5YR7／6 剌ｬ石混入 ��c)�x��%��x�｢�

142 刮亦ﾙ 店�CB�8．3 ��榎r�胎土：5YR7／4一同6／6、内面： 2．5YR6／6 � ��c)�x��%��x�｢�

143 剴X�C2�9．0 ��榎r�胎土 填�#h�緝��>�l｣(�CU�#h�綯� ��c)�x��%��x�｢�

144 剪ﾙ蓋 ��x�C��2．4 ��榎r�胎土：5YR6／4、器表：5YR6／4 一同5／1 � ��c��r�

145 吭�� 鍋 �3��CB�（5．7） 俟Y|r�胎土：5YR8／4一同7／6、 10YR8／3 刳O面体部一 座部ケズリ ��c)�x��%��x�｢�

146 剴#��C��8．7 ��榎r�胎土：5YR7／4－7．5YR7／4 剴煌O面とも 炭素吸着 ��c)�x��%��x�｢�

147 劍o 度�Cb�3．8 俔ﾉ|r�胎土：2．5Y8／1－8／2、10YR7／6 � ��c)�x��%��x�｢�

148 �7��ｹV��土鈴 ��ﾂ�5．4 ��榎r�胎土：7．5YR8／4一同7／4 剌ｬ石混入 ��c)�x��%��x�｢�

149 亂"�ｮﾒ�瓦灯 祷�CB�6．4 ��榎r�胎土 器表 ����#x��(�ﾃ(�CU滴�������8����8､I�b�蓋つまみ ��

150 劍�ﾂ�（6．3） 俟Y|r�胎土 器表 ����#x��(����8����8､I�b� ��c)�x��%��x�｢�

151 �8),2�蓋 嶋�C��3．3 ��榎r�胎土：2．5Y6／1、紬：7．5Y5／2灰オリー ブ色、文様は2．5Y3／1 � ��c)�x��%��x�｢�

152 剋M ��h�C"�4．1 ��榎r�胎土：10YR7／4－2．5Y5／1、 粕：N7／1灰白色～N6／0灰色、 一部2．5Y6／2 � ��c)�x��%��x�｢�

153 剌ｬ椀 嶋�CR�4．5 俟Y|r�胎土：7．5YR7／4、 紬：5YR6／4白濁あり � ��c��r�

154 剴��C2�4．0 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紿��IH�cU�#h�紕�底部糸切り ��c)�x��%��x�｢�

155 劍o ��ﾂ�（4．8） ��榎r�胎土：5YR7／4－2．5Y7／2、 粕：5Y6／2 � ��c)�x��%��x�｢�

156 剴�8�Cb�7．1 ��榎r�胎土：N7／0灰白色、 粕：2．5GY7／1明オリーブ灰色 剔腰a ��c��r�

157 剴���C��6．9 冦ｨ*｢��X*"�胎土：7．5Y5／4－N5／0灰色、 紬：2．5GY6／1オリーブ灰色 ～同5／1オリーブ灰色 � ��c)�x��%��x�｢�

158 剴���C��6．4 ��榎r�胎土：10YR7／3－2．5Y6／1、 粕：7．5Y6／2灰オリーブ色、 文様は2．5Y3／1（鉄粕） � ��c)�x��%��x�｢�

159 劍�ﾂ�－ ��榎r�胎土：10YR6／3、 粕：7．5Y5／2灰オリーブ 剄ｻ目のトテン痕 あり ��c)�x��%��x�｢�

160 傲I/y:��ｮﾙ�ﾘｧ��*��不明 ��(�C��12．6 ��榎r�胎土：5YR6／6－N3／0暗灰色、 細：5YR4／3（鉄紬）、 2．5GY6／1オリーブ灰色（灰紬） 剪ｷ石粒目立つ ��c)�x��%��x�｢�

161 傲I/y:��ｮﾙ�ﾘｧ��揺鉢 �#X�Cb�15．0 ��榎r�胎土：2．5YR6／8、 器表2．5YR6／8－5YR4／2 剪ｷ石粒目立つ ��c)�x��%��x�｢�

162 傲I/y:��盤 �3��C��8．0 價�|r�胎土：N7／0灰白色、 剔ﾌ部内面に ��c)�x��%��x�｢�器丹波 産か 劔舒ﾙUﾂ�7．5YR4／3－5YR7／4（鉄紬） 偬H,ｸ鵫*ｸﾚﾘ*�.��

163 儖ﾂ�E｢�����h�"�ﾆ��天 目 茶 碗 ����C��（5．2） ��榎r�胎土 �(�CU嶋��(��-ｸ�c���#(���� ��c)�x��%��x�｢�

164 剴���C��（5．9） ��榎r�胎土：10YR8／2、 湖：5YR4／3一同1．7／1 � ��c)�x��%��x�｢�

165 剴���C��7．1 ��榎r�胎土：2．5Y8／2、 粕：7．5YR4／3－Nl．5／0黒 � ��c)�x��%��x�｢�

166 剴���C2�（5．1） 價�|r�胎土：2．5Y8／2、 粕：7．5YR4／3一同1．7／1 � ��c)�x��%��x�｢�

167 剴���CB�7．6 ��榎r�胎土：2．5Y8／2、 滴：7．5YR4／3－Nl．5／0 � ��c)�x��%��x�｢�

168 剴���CB�7．0 ��榎r�胎土：2．5YR8／3、 粕：5YR4／3一同2／1 � ��c)�x��%��x�｢�

169 剴���CR�6．9 ��榎r�胎土：2．5Y8／2、 紬：5YR4／3－Nl．5／0 � ��c)�x��%��x�｢�

170 剴���CR�6．9 ��榎r�胎土：2．5Y8／2－7．5YR7／6、 滴：7．5YR4／3－Nl．5／0 � ��c)�x��%��x�｢�

171 剴���C��8．0 ��榎r�胎土：2．5Y8／2、 滴：5YR4／3一同1．7／l � ��c)�x��%��x�｢�
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172 儖ﾂ�天目 茶碗 ����C��7．4 ��榎r�胎土：2．5Y8／2、 紬：5YR4／4一同2／2 � ��c)�x��%��x�｢�

173 劍�ﾂ�（4．4） 價�|r�胎土 �(�CU嶋��(��IH�cx�CU�#8��2� ��c)�x��%��x�｢�

174 劍q ����C��（7．2） ��榎r�胎土：2．5Y7／l一同8／2、 粕：7．5YR4／3 � ��

175 剴��C��7．0 ��榎r�胎土：2．5YR8／3、 粕：7．5YR4／3一同3／2 � ��c)�x��%��x�｢�

176 剴���CB�（6．6） 冓驂r�胎土：2．5Y8／2、 粕：10YR4／2－Nl．5／0黒 � ��c)�x��%��x�｢�

177 剴���C2�7．2 俟Y|r�胎土：2．5Y8／1、 滴：Nl．5／0黒一2．5Y5／4 � ��c)�x��%��x�｢�

178 剴���C��7．4 ��榎r�胎土：2．5Y8／1－8／2、 粕：5Y8／1（長石粕） 剄ｑ艪ﾆ高台内は 露胎 ��c)�x��%��x�｢�

179 剴���Cb�6．6 ��榎r�胎土：2・5Y8／1、 粕：5Y8／1（長石粕） 剔腰a ��c)�x��%��x�｢�

180 剴���C��（5．4） ��榎r�胎土 �(�CU嶋��(��4��cU嶋��"� ��c)�x��%��x�｢�

181 剴���CB�6．4 價�|r�胎土：N8／0灰白色、和：7．5Y7／l灰自 剔腰a、畳付は ��c)�x��%��x�｢�
濃 瀬 戸 系 劔��h����$sx���k��(､I�b�刋����

182 剋ｩ天 目茶 碗 ����Cb�7．8 ��榎r�胎土：2．5Y8／2、紬：2．5GY8／1灰白色 （白泥後灰粕か） � ��c��r�

183 剴�(�C"�7．2 ��榎r�胎土：2．5Y8／1一同7／1、 粕：7．5Y8／2灰白色（白泥後灰粕） 剌ｬ石混入 ��c��r�

184 刪� ��ﾂ�（3．0） ��榎r�胎土：2．5Y7／3一同6／1、 紬：7．5YR4／4（鉄粕） � ��c)�x��%��x�｢�

185 劍�ﾂ�（5．8） ��榎r�胎土 斐h���､I�h��IH�cx�CU�#H��2�底部糸切り ��c)�x��%��x�｢�

186 剋M ����C��2．4 ��榎r�胎土：5Y6／1、 粕：5Y7／3－6／3（灰紬） � ��c)�x��%��x�｢�

187 剴��C��2．0 ��榎r�胎土：2．5Y8／1、 粕：5Y7／3（灰粕） � ��

188 剴�H�C��3．6 ��榎r�胎土：2．5Y8／1－7／1、 紬：5Y7／1（長石紬） � ��c)�x��%��x�｢�

189 剽h鉢 祷�C��3．9 ��榎r�胎土 �(�CU�#h�緝��IH�cU�#8����底部糸切り ��c)�x��%��x�｢�

190 剩ｫ ����C"�8．4 ��榎r�胎土 器表 �(�CU�#h�緝���U�#H��(��:��紕�底部糸切り ��c)�x��%��x�｢�

191 剴���C��7．6 ��榎r�胎土 器表 填�#h�緝�ﾃx�CU�#x�緝���(�CU�#8����ﾃU�#H��"�底部糸切り 三足 ��c)�x��%��x�｢�

192 ��R�WB�鶻�ｮﾒ�碗 ����Cb�5．0 �/y|r�胎土 ����#���(��4迂)�x*�.�� ��c)�x��%��x�｢�

193 剴���Cb�（3．5） ��榎r�胎土 斐����I)�b� ��c��S)�r�

194 剴���CR�（3．4） ��榎r�胎土 斐����I)�b� ��c��S)�r�

195 剴�X�C��（5．0） ��榎r�胎土 斐����I)�b� ��c��S)�r�

196 剴�(�C"�（5．0） ��榎r�胎土 ����#������III)�x*�.�� ��c)�x��%��x�｢�

197 剴���CR�（3．7） ��榎r�胎土 斐����I)�h��自YCU�#��紕� ��c)�x��%��x�｢�

198 剴���Cb�（4．1） ��榎r�胎土 斐����I)�h璽x�CU�#���"� ��c��S)�r�

199 剴��C��（2．3） ��榎r�胎土 斐����I)�b� ��c��S)�r�

200 劍�ﾂ�（2．2） ��榎r�胎土 斐����I)�b� ��c��r�

201 劍�ﾂ�（2．2） ��榎r�胎土：N9／0白色、一部5YR8／3、 粕やや青味がかる � ��c)�x��%��x�｢�

202 剋M �#h�C��（3．5） ��榎r�胎土：N7／0灰白色、 粕：5GY7／1明オリーブ灰色 � ��c��S)�r�

203 劍�ﾂ�（3．5） ��榎r�胎土：N7／0灰白色、5YR7／6、 粕：5GY7／1明オリーブ灰色 � ��c)�x��%��x�｢�

204 剩ｫ ��(�C��4．4 ��榎r�胎土：N9／0白色、 軸やや青味がかる � ��c��S)�r�

205 僮"�鶻�小碗 ��ﾂ�（1．2） ��榎r�胎土 斐����I)�b� ��c��S)�r�

206 剋M ��8�Cb�（2．2） ��榎r�胎土 斐����I)�b� ��c��S)�r�

207 �7��蹌�ｮﾒ�皿Nr 店�C"�1．2 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紕� ��c8�SI�r�

208 剴X�C2�1．3 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紕� ��c8�SI�r�

209 剴X�CR�1．2 ��榎r�胎土 度�CU�#x�緝自:��紕� ��c8�SI�r�

210 剴X�CR�1．3 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紕� ��c8�SI�r�

211 剴X�Cb�1．2 俟Y|r�胎土 ����#x��2� ��c8�SI�r�

212 剴X�Cr�1．4 ��榎r�胎土 ����#x�紕� ��c8�SI�r�

213 剴X�Cr�1．2 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紕� ��c8�SI�r�

214 剴X�C��1．3 ��榎r�胎土 度�CU�#x�紕� ��c8�SI�r�

215 剴X�C��1．4 ��榎r�胎土 ����#x�紿�ﾉ:����� ��c8�SI�r�
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216 217 218 219 �7��蹌�ｮﾒ�皿Nr 店�C��1．4 佝ﾙ|r�胎土 度�CU�#x�紕� ��c8�SI�r�

6．2 ���C2�精良 ���7��b�10YR7／4 ��第3・4層 

6．2 ���CB�精良 ���7��b�10YR7／4－7．5YR7／4 ��第3・4層 

6．2 ���CB�精良 ���7��b�10YR7／4 ��第3・4層 

220 221 222 223 224 225 剴h�C��1．8 ��榎r�胎土：10YR8／3－7．5YR7／6 剔ﾌ部切れ 補修痕あり ��c8�SI�r�

6．8 ���Cb�精良 ���7��b�10YR7／4 ��第3・4層 

6．8 ���C��滞良 ���7��b�10YR7／4 ��第3・4層 

7．0 ���Cb�精良 ���7��7．5YR7／4 ��第3・4層 

7．1 ���Cb�滞良 ���7��7．5YR7／4 ��第3・4層 

7．1 ���C��滞良 ���7��7．5YR7／4 ��第3・4層 

226 剋MSb 祷�C��2．2 ��榎r�胎土：2．5Y7／2－10YR7／4、 一部黒灰色 � ��c8�sI�r�

227 228 229 230 231 232 233 234 剴��C��2．2 俟Y|r�胎土：2．5Y7／2－10YR7／3、 外面煤付着 � ��c8�SI�r�

9．8 �(�C"�精良 ���7��2．5Y6／1－2．5Y2／1 俛Y¥�+X,H*(.��第3・4層 

9．8 �����Cx�｢�良 ���7��10YR7／2、一部黒変 佰ｸ傚9I�8ﾚﾒ�第3・4層 

10，0 �(�3��精良 ���7��2．5Y7／2、黒変部分多し �9Ik鞴ﾒ�第3・4層 

10．2 �(�C"�糖度 ���7��7，5YR7／3、一部黒変 ��第3・4層 

10．4 ���C��精良 ���7��7．5YR7／3 ��第3・4層 

10．8 �(�C"�精良 ���7��10YR7／2、黒変部分多し �9I�8ﾚﾘ*�.��第3・4層 

皿S ����C��1．8 俟Y|r�胎土 ����#x��8自:���"� ��c8�SI�r�

235 236 237 238 239 240 241 剴���C��2．2 處r�胎土：7．5YR7／4 剏精助狽ﾉ炭素 付着→灯芯痕 ��c8�SI�r��c8�SI�r�

11．0 �(�C"�精良 ���7��7．5YR7／4 ��第3・4層 

11．0 ���C��精良 ���7��7．5YR7／3－8／4 ��第3・4層 

11．2 �(�C��精良 ���7��7．5YR7／4、表面炭素付着 ��第3・4層 

11．4 ���C��滞良 ���7��7．5YR8／4 ��第3・4層 

11．4 �(�C��稿良 ���7��7．5YR8／4 佰ｹ|�9I�8ﾚﾒ�第3・4層 

11．4 ���C��精良 ���7��2．5Y7／3 �9I�8ﾚﾘ*�.��第3・4層 

242 剴���C��2．0 ��榎r�胎土：10YR8／2－7．5YR7／4、 一部黒変 � ��c8�SI�r�

243 剴�(�C��2．0 價�|r�胎土 一部．I ��c���#x��(自:���8���甑¥�� ��c8�SI�r�

244 245 246 247 刮� 士 亜 蓋 度�C��2．1 ��榎r�胎土：7．5YR7／4 （内側：5YR7／6） � ��c9�r�

6．7 �(�C2�精良 ���7��5YR7／6、炭素付着 �9Ik鞴ﾘ,�5ﾙw��第3層 

6．8 �(�C"�精良 ���7��7．5YR7／4－2．5YR7／6 ��第3層 

7．1 ���C��精良 ���7��7．5YR7／4－2．5YR7／6 ��第3層 

248 剌ﾝ 駐 滴�C��8．8 處r�胎土：7．5YR7／4 （口縁付近：2．5YR6／6） � ��c9�r�

249 剴H�C��7．6 冦ｨ*｢��X*"�胎土 内面 度�CU�#���8�ﾃU�#x�緝���(�CU�#h��2�小石混入 ��c9�r�

250 剴H�Cb�8．9 ��榎r�胎土：7．5YR7／4 （口縁付近：2．5YR6／6） � ��cI�r�

251 吭�� 鍋 �3��CR�7．8 俟Y|r�胎土：10YR8／4、 器表：10YR8／4一同3／1（外面煤付着） � ��c9�r�

252 亂"�ｮﾒ�瓦灯 ����Cb�8．7 ��榎r�胎土：2．5Y8／1、 外面：N5／0灰色 剏精処齣ﾌ外面 ミガキ、 「九月吉日慶長 拾年甚右衛」 ��cI�r�

253 刳｢灯 蓋つ まみ 祷�CR�（4，6） ��榎r�胎土 器表 斐H���､I�h�����#x��(����8���鳧､I�b� ��c9�r�

254 剴��C��（4．4） ��榎r�胎土 器表 斐8����8､I�h��(�CU嶋�������8���鳧､I�b� ��cI�r�

255 剄§F ����C��4．6 冓驂r�胎土 器表 ����#h��(�ﾄ綛���､I�h����8���鳧､I�b� ��c9�r�

256 刮ﾔ瓶 ��ﾂ�（8．0） ��榎r�胎土 器表 �(�CU度������(�CU店����ﾄ紿���､I�b� ��c9�r�

257 刮ﾎ鉢 ��ﾂ�13．2 處r�胎土 器表 度�CU�#x�紿����8���鳧､I�b�小石混入 ��c9�r�

258 剴3X�C"�14．0 ��榎r�胎土 器表 �(�CU度�������8���鳧､I�b�外面はミガキ ��cI�r�
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番号 偃ﾙ}��器形 佰ｸﾆ��器高 ���7��色　　　調 剩�@考 ��x��犬�

259 �8"�,2�向付 ��8�CR�6．0 ��榎r�胎土：7．5YR6／4（底部）一N5／0 灰色、粕：N6／0灰色、 文様は黒色に発色 � ��c9�r�

260 剩ｫ ��h�CB�（6．3） ��榎r�胎土：2．5Y5／1、 粕：N7／0灰白色 � ��c9�r�

261 劍o ����Cr�6．1 俟Y|r�胎土：7．5YR7／2－2．5Y6／1、 粕：7．5Y6／2灰オリーブ色 � ��c9�r�

262 263 剴���Cr�6．1 ��榎r�胎土：7．5YR5／3－7．5YR6／1、 紬：10Y6／2オリーブ灰色 （灰粕） � ��cI�r�

－ ���8�Cx�｢�精良 ���7��7．5YR7／6、粕：白濁する ��第3層 

264 儖ﾂ�E｢��2�ﾌｲ�ﾆ��皿 度�Cr�1．4 ��榎r�胎土：10YR8／3－2．5Y6／1、 滴：7．5Y7／1灰白色一 同6／2灰オリーブ色 � ��c9�r�

265 剴��C��2．0 ��榎r�胎土：2．5Y8／2、 粕：5Y6／3（灰粕） � ��cI�r�

266 剴�(�CB�2．9 ��榎r�胎土：2．5Y8／1、 粕：7．5Y8／1灰白色（長石粕） � ��c9�r�

267 剴�(�CB�3．1 ��榎r�胎土：2．5Y8／1、 粕：7．5Y8／l灰白色（長石紬） � ��cI�r�

268 剴V目 茶碗 ����C��6．8 ��榎r�胎土：2．5Y8／3－8／2、 紬：7．5YR4／3－黒色（鉄粕） � ��c9�r�

269 剴���CB�7．4 俟Y|r�胎土：10YR8／2－8／3、 粕：10YRl．7／1（鉄粕） � ��cI�r�

270 剪�q ����C��7．1 ��榎r�胎土：2．5Y8／2、 紬：5Y8／1（長石粕） 剔腰a ��c9�r�

271 剴S粕 小椀 度�Cr�4．0 ��榎r�胎土：N5／0灰色、 粕：7．5YR3／2一同3／1（鉄粕） � ��c9�r�

272 剪ﾙ 嶋�Cb�（2．2） ��榎r�胎土：2．5Y7／1－8／1、 粕：7．5Y6／3オリーブ黄色（灰粕） � ��c9�r�

273 剴X�C��（6．5） ��榎r�胎土：2．5Y8／3－7．5YR7／4、 滴：7．5YR4／3～黒色（鉄粕） � ��cI�r�

274 剄§F ��8�CB�（6．6） ��榎r�胎土：2．5Y7／1、 粕：5Y7／2－7／3（灰細） 剴燒ﾊは露胎、 降下粕あり ��cI�r�

275 276 277 278 279 280 ��R�WB�鶻�ｮﾒ�碗 ����C��（3．8） ��榎r�胎土 斐����I)�b� ��c8�SI�r�

10．3 ���8�CH�｢�精良 ���7��N9／0白色 ��第4層 

10．7 ��滴�C��｢�精良 ���7��N9／0白色 ��第3・4層 

8，5 �(�C"�精良 ���7��N9／0白色 ��第3・4層 

11．3 店�C��稿良 ���7��N9／0白色 ��第3層 

－ �����C��｢�精良 ���7��N9／0白色 ��第3・4層 

281 剋M ��8�C2�3．0 ��榎r�胎土：N9／0白色、 粕やや青昧あり � ��cI�r�

282 僮"�鶻�皿 ����C��（2．2） 價�|r�胎土：N9／0白色 � ��c8�SI�r�

283 剴���CB�3．0 ��榎r�胎土：N9／0白色 剄ｑ苴烽ﾉ呉須で マークあり ��cI�r�

よく使う色相（H．）、明度（V．）／彩度（C．）記号と土色名の対照表

HV／C． ��h��kﾂ�H．V．／C． ��h��kﾂ�H．V．／C． ��h��kﾂ�H．V．／C． ��h��kﾂ�H．V．／C． ��h��kﾂ�

7．5YR8／2 10YR8／1 丶II)�b�2．5YR7／6 2．5YR6／6 呻)�b�7．5YR8／4 10YR8／3 ��8囮�)�b�5YR5／1 7．5YR6／1 乖ﾈ､I�b�2．5Y5／4 �乖ﾉ�b�

2．5Y6／1 �丶I�b�

10YR8／2 2．5Y8／1 2．5Y8／2 2．5Y7／1 5Y8／1 5Y8／2 �5YR7／6 5YR6／6 7．5YR7／6 �10YR8／4 �10YR5／1 �2．5Y5／1 2．5Y4／1 

10YR7／2 10YR7／3 10YR7／4 10YR6／3 �,�-X*"�囮�)�b�5YR4／2 丶Hｨﾉ�b�

10YR7／6 冖陏乖ﾉ�b�5Y6／3 �4綿6x7h囮�b�

5YR8／3 �%y�)�b��10YR6／2 10YR4／2 7．5YR6／3 7．5YR6／4 丶H囗ｨﾉ�b�7．5YR3／1 7．5YR3／2 10YR3／1 2．5Y3／1 7．5YR3／3 俛Xｨﾉ�b�

2．5YR6／3 5YR7／4 5YR6／4 �,�-X*"��)�b�

7．5YR7／2 2．5Y8／3 冖險ﾈ､I�b��,�-X*"�

淡黄色 

2．5YR3／1 �9�H､I�b�7．5YR7／3 7．5YR7／4 �5Y7／3 2．5Y7／3 ��8囮�b�7．5YR5／3 7．5YR5／4 乖ﾉ�b��8ｨﾉ�b�

5YR5／4 5YR4／3 5YR4／4 �,�-X*"��Hｨﾉ�b�

2．5Y7／2 2．5Y6／2 丶H囮�b�7．5YR4／3 7．5YR4／3 乖ﾉ�b�

＊「新版　標準土色帖」農林水産省農林水産技術会議事務局監修／財団法人日本色彩研究書色票監修による
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／一二iこ、／ 剞ｾ畠識1－－瀧 ∴ミ、 刹c索 ��X��8�� ����ｹ~ﾘｶ�褸ﾚx來�������-h+�������凵��O 剋ﾇ∴二 凵G∴ ��h�����登繋黎黎　襲鶉 ��「∵∵ ��������」 

7 ー－＼iノー ∴∵：∴－ 仂�������R���俛dB��h���倬ﾉoIwx刑�逢ｨ���剪�ー1－／ ���自?��������ﾂ����6�6ｨ�ｲ��譫<伊x褸鯤ﾄhﾇ����������x���刎b������／白浅 剪�����ｸ*ﾘ��������*ﾒ���.sH�ﾃ���?���8�餤����繋顎醍題醗謹 言，∴∴∵∴∴†一∴ ∴÷∴「∴∴一 

：∴ 俶ﾘ�X���h������ 椄xｬ(ﾚB������｢� � �����������ｨﾔｲ� ����ｲ�迄��wr�1、謙遜 

∵一∵∴∴ 凵��� ��剪� ��������h�������� ������潔怒 劔剴h説 

．＋∴ －∴ 鰹姦 洋二 ��h������������h�蓼���h�X�ﾂ���鷺 ㍉： ����������������； 頚 ����h��������H�����������h爾����ﾈﾜﾂ���ﾙXｯB��9Ib�+����雍���H�ﾈ-b�剋ﾊしi／i＼ 亭∴ 千丁 �������瑛B����b�剽q詞 奏で 読澄 ��H�����溢r���/��饋ｸﾇ�自'b�

方－iiへ／1、 � �� � 凵^i’ヽ 凵�@　∴ 剪��������� �� ��X�����h���������ﾈ���(����X���h耳�b�������������������������6��x�����

二へ′‾一言 � �������������x����h�X����h��、〈終 � �*ﾘ�ﾈ�靉Ik����ﾈ���h�異���自�r�

∴∴∴∴ 】吏＿， 　紐→ 迄�駝b������ �����nﾈ�h�驃ｲ���� 劔����X��6H�x���侏����H��� ��凵�黶F ∵「、∴ シ／＼i＼‾：／－誓 　言「∴ 「∴∴一： 

翳 ∵∴：∴ 溺愛 ∴∴ ∴∴∴ ����������h���������X���������������������h�畏"�耳������ｨ��ｨ耳���khｺﾙ4xﾘ8ｺﾘ���������������������������8�����∴∴∴一i：「 ∴i、「∴∴一 ����������h�����‾濁 饗 �-ﾈ������,h���

．∴言∴∴一高∴∴ ∴∴雷∴∴：二幸 　　、畿態 � 

1　第2両全景（北から）

∴ノ∴∴∴∴電 ∴ 刄^，‾i／ ∴： ‘／（ゝ実 ／万一〈‾ � ������� ������偃I�B����h����������∴こ∵∴ふ＿言 羽田監露盤 車種〇g売 子∴ 言 亳9�R��������?�爾�∴十∴∴ ����∴： ∴一∴ 態三‾ ��������h�ﾂ������H�����

箋＼ ∴∴十一∴ ∴∴∴「：∴∴∴ 緩発議‾‘ ＼饗霧灘驚 貌＿i � � �� ����劍�員ﾂ� ��

∵∴ ∴∴ ∴一∴ ‾iこ“㌢ 謀懸激‾1－＼－ � 哇"������雑 駁 �ｨ���ﾆ�����h���8�駛�������x耳�b���h�������u��8����爾�?��h�������������������������9Dｸ��������依��∴∴∵∴＿∴ ∴∴一∴∴∵：∴ 巧“一 笑l／‾ ∴∴ 湊 濁， 蟻酸緩 迄������-8���ﾎ�����?��ｹｶ�����R�ｹﾈ��������h���������ﾉﾈ�b�、：∴ 一∵ ∴ ∴ 窯／滝経 一、：∴ ∴∴子∴∴ ������b�ｼ��一㌢ー‾i一 条，／三． 雪∵i言、 ベ、∵ 撥黍料＿、 �ｨﾋ鑾������b�6ｨ�ｸ�8����������員ﾈ�h�������ﾂ��#��ﾂ�ﾋ����h���〉＼ ∴：∴∴ ∴∴ ∴「∴ 挙畿 ／11－窪董1－〝＼ 

誉器 ／－／ii一一レ／ 冽ｸﾎﾈﾉ��∴∴」 千言 劍���������b���劔��r�����������h�����h�謦������h耳�h�������員ﾈ�h���∴÷ …怒蓬 

i鶉熱∴＼三 、∴∴∴† ��

∵ 凾�� ′i／く、 凵� �� ���������耳���凵�｢‾∴　十十 ����b�������v�未�∵：∴ 饗麺 �������5c���������(�b�������ﾈ�b�����<I���

）搬撥繭 一．∵ま二 言∴∴一 発／態 （Li／欒 

．“騒繁翳 ：∴∴∵＋ （■‾震〝 ∴ ����x�ﾂ�　一、詰∴ ．∵∴∴ 姿態綴＼ � ������5h4ﾘ�����r�剪�����譏.x�ﾈ����������H6ﾒ�∴∴： ��：∴ 藻 ：∴ ∴∴ ∴∴∴ ���������h耳�����������b��hﾔｸ耳u����h+(�����v鯱��宛ﾈ���ﾙｹL冖�ｯH���x���ｲ�

感擬態霧、∴濡 劔�Jﾒ� ���������� �� ��x���X����皦饕����ｨﾋ鰮ｸ���仂�������������������
＼i 刹G諮 野を患　∴薫讃 劍����h�ﾈ�ﾈ���蜜���∴∴：∴ ��������耳��b��������ｨ�������蓼��[��霽��������h�依��2�冉i‾‾i趣きi＿＼、＼幾 剪�

2　第2両全景（北西から）
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：∴ ∴∴∴ ��∴∴ ��������靈��ﾂ�、－（言 高子 ∴ヾ∴一 凵�� �� 凵P多、÷＼ �����-8���h�������：‾∴∴ �� 凵E一照響 、さ→“－＿、 �� �� 
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∴∴ ∴∴ 凵�^ ∴ �� ��

諜凝議田宮i �� ∴； ∴∴享 

∴： 

∴∴ ��x��-B�

誠一／蔓 � 劍���

∴∵∴．∴「．　　　∴十十∴∴一　∴∴ 
＼′畿 剿�_醗 

－－‾‾ 

∴．∵言 ∴∴ ∴七〇〇〇〇00009∴ ∴「∴ 凵A 〝－）騒 ∴∴ 剪� �� 凵�u 

∴∴∴ ∴ ∵∴．∴ ��

∴　　∴　∴ ��

’「喜子 �����������ｨ�h耳�������X�h爾��������

∴．∴章：∴ 

池403（359、360）・池306（361－365、370）出土遺物

360

∴∴二∵∴： 頚80○○間は臨戦蕊‾／澱駿 

図
版
十
二
　
遺
　
物



平安京左京三条三坊十五町
－ニチコン株式会社本社新築に伴う調査一

発行日　　2004年6月1日

編　集

発　行
古代文化調査会

住　所　　〒658－0032　神戸市東灘区向洋町中1－4－125－1404

TEL（078）857－6368

印　刷　　真　　陽　　社

〒600ー艶75　京都市下京区油小路仏光寺上ル

TEL（075）351－6034




